
日時　令和3年3月16日（火）　午後3時00分

会場　諏訪市役所5階　大会議室

【 次　　　 第 】
１．開　　会

２．あいさつ

・ 市　　　長

・ 教　育　長

３．議　題

テーマⅠ　未来創造ゆめスクールプランのこれからについて

その他

４．閉　　会

令和2年度　第2回諏訪市総合教育会議



１．上諏訪小学校・上諏訪中学校における一貫教育の評価・検証について

２．東部地区第1期以降の小中一貫教育の導入について

３．次の小中一貫教育の取り組み「重点地区」について

　○「南部地区（四賀小学校・中洲小学校・諏訪南中学校）」を東部地区第1期に続く、

　　次の小中一貫教育の取り組み重点地区とする

　　（１）南部地区を重点地区とした理由

　　　・四賀小学校における校舎の老朽化と立地条件

　　　・中洲小学校における児童数増加等に伴う校舎の狭小化

　　（２）今後の進め方【R3年度】

　　　①検討項目の整理［前半］

　　　・再編の手法（施設一体型・隣接型・分離型）、設置時期などの準備スケジュール　など

　　　②検討組織の設置準備［後半］

　　　・学校、ＰＴＡ、同窓会、地域代表　など

「未来創造ゆめスクールプラン」のこれからについて（素案）

【東部地区】
城南小学校・諏訪中学校

【南部地区】
四賀小学校・中洲小学校・諏訪南
中学校

【西部地区】
豊田小学校・湖南小学校・諏訪西
中学校

地　　区 R3年度 R4年度 R5年度

全体的な評価・検証

○学校（教職員）
○コミュニティスクール運営委員会
○ＰＴＡ
○校長会「ゆめスクールプラン委員会」

○R3.10以降
・開校後、半年程度は状況
を見守りつつ、検証を行う

○教職員

学習に対する評価 ○教職員 ・学習の定着度などは最低
でも1年間程度は要すると見
込む

【東部地区（第1期）】
上諏訪小学校・上諏訪中学校

教育委員会では、各団体からの評価・検証でいただいたご意見などを含めて総合的な評価・
検証を行い、毎戸配布する「あいプランだより」などにより情報発信するとともに、今後の
より良い小中一貫教育に向けた活用を検討

○R3.4以降

評価・検証の項目 評価者 時期など

児童・生徒の学校生活の様子 ・上諏訪小学校に配置された中核教員を中
心とした教職員により日々の生活の様子を
観察し記録する

○R3.4以降

施設分離型小中一貫教育の研究

随時実施

※３.次の小中一貫教育の取り組み「重点地区」について 参照

小中一貫教育の実践

施設分離型小中一貫教育の研究

随時実施



 

 
南部地区学校群 

 
 
 
 
 

（四賀小学校・・・１Ｐ） 

（中洲小学校・・・２Ｐ） 

（諏訪南中学校・・３Ｐ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



１．校舎等概要

２．立地等（ハザードマップにおける評価）

３．在籍児童・生徒、学級数の推計

南部地区の小・中学校の概要について

学　　校　　名

四　賀　小　学　校

校舎 R 4 2,588 ㎡ S43.9

施設名称 構造 階数 保有面積 建築年月 築年数 備　　　　　　　考

52 年 H20.8耐震改修、管理教室棟、給食室112㎡

（Ｒ：鉄筋コンクリート造、Ｓ：鉄骨造）

所　　　　在　　　　地

諏訪市 四賀4294番地

年 高学年棟

校舎 R 3 1,003 ㎡ S59.3 36 年 特別教室棟、新築498㎡、改築505㎡

校舎 R 3 904 ㎡ S53.2 42

体育館 R 1 1,091 ㎡ S59.2 36 年

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

・急傾斜地（校舎の一部は土砂災害特別警戒区域）
・広域避難所
・水利用水路あり
・大型車両一部乗り入れ可能（浜鉄工所口・誘導必要）、大型バス乗り入れ不可能（国道沿い使用）

学級

１年 38 2 54 2 55 2 61 2

学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数学年 児童数 学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数

54

56 2

2 54 2 66 256

2 55 2 61 2

53 2

54

2 54 2

３年 64 2 50 2 38 2

2 55 2 61 2 56２年 50 2 38 2

2

５年 53 2 65 2 64 2 50 2

2 54 2 55 2 61４年 38

38 2 53 2 55 2

特別支援 3 3 3

65 2 64 2

合計 327 12 324 12 326 12

2６年 57 2

50 2

増減率
学級数 100% 15 99% 15 100% 15 98% 15

65

12322

2 53 264 2 50 2 38

345314 12 317 1212

33

15 96% 15 97% 15 106%

3 3

－南部１Ｐ－



４．通学区域

５．教室の使用状況 ・・・常時使用している教室(通常学級・特別支援学級・通級教室等)

６．通学区域の特徴

令和3年3月16日
総合教育会議資料

・賃貸住宅が多く、飯島地区では新築件数も多く、将来的な児童数は横ばいかやや増加する傾向にある。
・外国籍児童が比較的多い（区域外通学で中洲小日本語教室へ通う外国籍児童が多い）。
・国道、サンリッツロード、旧道、線路等、通学路には危険箇所が多い。

通 学 区 域

武津、細久保、普門寺、桑原、神戸、飯島、赤沼、沖田町

徒 歩 通 学 で の 最 長 通 学 距 離 （ 直 線 ） （ 遠 距 離 ） 通 学 補 助 地 域

四賀小～沖田町３丁目 2.10 ㎞





 



１．校舎等概要

２．立地等（ハザードマップにおける評価）

３．在籍児童・生徒、学級数の推計

24 93% 24 90% 24

5

増減率
学級数 100% 25 99% 25 97% 25 97% 25

5 5 5特別支援 5

94%

６年 114 4 106 3

20 602

96 3 99４年 102 3

5

620

3 107

合計 640 20 633 20 623 20

3 117 4 110

5

５年 106 3 102 3 117 4 110 3 4

102

573 19

96 3

4

19

117 4 110 3 91 33 107 4

3 91

91 3 107

19 592

3 100 33 99 3 99

99 34 96 3 99 3３年 117 4 110 3 91 3

4 96２年 110 3 91 3 107

107

3 100 3 72 3

学級

１年 91 3 107 4 96 3 99 3

学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数学年 児童数 学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数

99

・ハザードマップ上の浸水予想【0.2～0.5ｍ】
・広域避難所、防災倉庫あり
・大型車両、大型バス乗り入れ可能

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

校舎 S 1 190 ㎡ H20.10 12 年 特別活動室

校舎 S 1 268 ㎡ H18.2 14 年 給食室

19 年 特別教室棟

校舎 S 1 97 ㎡ H13.2 19

校舎 R 3 1,361 ㎡ H13.2

年 昇降口棟

クラブハウス S 1 200 ㎡ H9.2 23 年

年 普通教室棟、H19.12耐震改修

体育館 S 1 1,275 ㎡ H9.2 23 年 新築628㎡、改築630㎡

校舎 R 3 497 ㎡ S55.2 40

南部地区の小・中学校の概要について

学　　校　　名

中　洲　小　学　校

校舎 R 4 3,440 ㎡ S48.1

施設名称 構造 階数 保有面積 建築年月 築年数 備　　　　　　　考

47 年 管理普通教室棟、H19.12耐震改修

（Ｒ：鉄筋コンクリート造、Ｓ：鉄骨造）

所　　　　在　　　　地

諏訪市 中洲2372番の1

－南部２Ｐ－



４．通学区域

５．教室の使用状況 ・・・常時使用している教室(通常学級・特別支援学級・通級教室等)

６．通学区域の特徴

令和3年3月16日
総合教育会議資料

・上金子・中金子地区では新築件数が非常に多く、住民基本台帳上の数値では将来的な児童数は横ばいに
推移するが、新築に伴う転居により児童数が増加することも考えられる。
・賃貸住宅も多く、外国籍児童が比較的多い。
・通学区域が広く、長距離の通学となる児童もいる。

㎞

（ 遠 距 離 ） 通 学 補 助 地 域徒 歩 通 学 で の 最 長 通 学 距 離 （ 直 線 ）

中洲小～福島新町（新六斗橋付近） 2.54

通 学 区 域

神宮寺、上金子、中金子、下金子、福島、福島新町、北福島、南町





 



１．校舎等概要

２．立地等（ハザードマップにおける評価）

３．在籍児童・生徒、学級数の推計

南部地区の小・中学校の概要について

学　　校　　名

諏　訪　南　中　学　校

校舎 R 3 1,701 ㎡ S60.3

施設名称 構造 階数 保有面積 建築年月 築年数 備　　　　　　　考

35 年 普通教室棟

（Ｒ：鉄筋コンクリート造、Ｓ：鉄骨造）

所　　　　在　　　　地

諏訪市 中洲3005番地

年 昇降口・特別教室棟

校舎 R 2 1,051 ㎡ S60.3 35 年 管理・特別教室棟

校舎 R 3 1,137 ㎡ S60.12 35

校舎 R 3 1,942 ㎡ S60.12 35 年 特別教室棟

35 年 技術教室棟

体育館 R 1 1,098 ㎡ S60.12 35

校舎 R 1 366 ㎡ S60.12

年

クラブハウス R 1 270 ㎡ S60.12 35 年

校舎 R 1 244 ㎡ S60.12 35 年 給食室

児童数 学級 児童数 学級 児童数

159

3 年

・ハザードマップ上の浸水予想【1.0～2.0ｍ】
・広域避難所
・地盤沈下
・大型車両、大型バス乗り入れ可能

年度 R2 R3 R4 R5 R6

武道場 S 1 390 ㎡ H29.9

R7 R8

5 146 5 118 4

学級

１年 137 4 157 5 143 5 150 5

学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数学年 児童数 学級

5 146 5

３年 141 4 157 5 137 4

5 143 5 150 5 159２年 157 5 137 4 157

159 5

合計 435 13 451 14 437 14 450

157

増減率
学級数 100% 17 104% 18 100%

4特別支援 4 4 4 4

19 97% 1818 103% 19 104% 19 105%

5 143 5 150 5

4 4

1415 452 15 455 15 423

－南部３Ｐ－



４．通学区域

５．教室の使用状況 ・・・常時使用している教室(通常学級・特別支援学級・通級教室等)

６．通学区域の特徴

令和3年3月16日
総合教育会議資料

・飯島・上金子・中金子地区では新築件数が多く、住民基本台帳上の数値では将来的な生徒数は横ばいに
推移するが、新築に伴う転居により生徒数が増加することも考えられる。
・賃貸住宅も多く、外国籍生徒が比較的多い。
・通学区域が広く、長距離の通学となる生徒もいる。

㎞

（ 遠 距 離 ） 通 学 補 助 地 域徒 歩 通 学 で の 最 長 通 学 距 離 （ 直 線 ）

諏訪南中 ～神宮寺（茅野市境） 2.00

通 学 区 域

桑原、神戸、飯島、赤沼、沖田町、神宮寺、上金子、中金子、下金子、福島、福島新町、北福島、南町




